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各府省等における博士号取得者及び修士号・専門職学位取得者の採用人数調査概要

１．調査趣旨

第6期科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３月）において、博士後期課程学生の処遇向上とキャリ
アパスの拡大が掲げられ、具体的な施策として博士号取得者の国家公務員や産業界等における国内外の採用、
職務、処遇等の状況について、実態やニーズの調査結果と好事例の横展開を行うこととされている。これを踏
まえ、各府省等における博士号取得者等の採用人数を把握するべく、今般、「各府省等における博士号取得者
及び修士号・専門職学位取得者の採用人数調査」を実施。

２．調査対象

 調査対象は以下の26府省等。（調査時点：令和５年４月１日時点）

※外局のみに該当がある場合も、当該外局が所属する26府省等に整理。

 これらの機関に対して、博士号取得者及び修士号・専門職学位取得者の採用人数調査を実施。

 令和５年４月１日に採用された職員のうち、各府省等の内部部局、試験研究機関又は文教研修施設におい
て恒常的に人事管理をする予定の職員（任期付職員、任期付研究員、地方支分部局等採用職員、地方公共
団体等からの出向者、官民人事交流による出向者、非常勤職員等を除外する。）を対象としている。
※4月１日以外に年度途中で採用した職員については含まれていない。

 なお、博士号取得者には、いわゆる「満期退学者」や「法務博士（専門職）」は含まない。

３．今後の予定

 今後も継続的な実施を予定。

内閣官房、内閣法制局、内閣府、宮内庁、公正取引委員会、警察庁、個人情報保護委員会、カジノ管理委員会、金融
庁、消費者庁、こども家庭庁、デジタル庁、復興庁、総務省、法務省、外務省、財務省、文部科学省、厚生労働省、農
林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省、防衛省、人事院、会計検査院
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結果概要（博士号取得者）

令和５年4月1日において、府省等において採用された博士号取得者は71人
 俸給表別でみるとほとんどの博士号取得者は研究職（31人）、行政職（21人）又は教育職（17人）として採用されている。
 採用された方法として選考採用（52人）が最も多く、続いて試験採用のうち総合職試験（18人）となっている。
 令和5年４月1日に１人以上の博士号取得者を採用した府省等は10府省等であり、特に厚生労働省と防衛省で20人を超える採用があっ
た。

 府省等ごとの行政職（一）の人数をみると、厚生労働省が最も多く、7人となっている。

2

21

0 0 0 0 0 0 0

17

0

31

2 0 0 0 0 0 0

0

10

20

30

40

行
政
職
(一
)

行
政
職
(二
)

専
門
行
政
職

税
務
職

公
安
職
(一
)

公
安
職
(二
)

海
事
職
(一
)

海
事
職
(二
)

教
育
職
(一
)

教
育
職
(二
)

研
究
職

医
療
職
(一
)

医
療
職
(二
)

医
療
職
(三
)

福
祉
職

専
門
ス
タ
ッ
フ
職

指
定
職

そ
の
他

俸給表別

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

0 0 0

1

0

3

7

0

2

3 3

1

0 0
0

1

2

3

4

5

6

7

8

内
閣
官
房

内
閣
法
制
局

内
閣
府

宮
内
庁

公
正
取
引
委
員
会

警
察
庁

個
人
情
報
保
護
委
員
会

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会

金
融
庁

消
費
者
庁

こ
ど
も
家
庭
庁

デ
ジ
タ
ル
庁

復
興
庁

総
務
省

法
務
省

外
務
省

財
務
省

文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省

国
土
交
通
省

環
境
省

防
衛
省

人
事
院

会
計
検
査
院

府省等別の行政職（一）

18

0 0 1

52

0

10

20

30

40

50

60
採用別

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

3

0

4

23

4
2

6 5

22

0 0

0

5

10

15

20

25

内
閣
官
房

内
閣
法
制
局

内
閣
府

宮
内
庁

公
正
取
引
委
員
会

警
察
庁

個
人
情
報
保
護
委
員
会

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会

金
融
庁

消
費
者
庁

こ
ど
も
家
庭
庁

デ
ジ
タ
ル
庁

復
興
庁

総
務
省

法
務
省

外
務
省

財
務
省

文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省

国
土
交
通
省

環
境
省

防
衛
省

人
事
院

会
計
検
査
院

府省等別

（人） （人）

（人）
（人）



結果概要(修士号・専門職学位取得者）

令和５年4月1日において、府省等において採用された修士号又は専門職学位取得者は448人

 俸給表別の採用人数を見るとほとんどが行政職（423人）として採用されている。
 採用された方法として、試験採用のうち総合職試験（292人）と最も多く、続いて一般職試験（66人）と選考採用（65人）となってい
る。
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(参考）府省等における採用・活躍事例
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採用者数に占める博士課程修了者の割合

文部科学省における博士課程修了者の採用について

文部科学省職員（総合職）における採用状況

文部科学省における博士課程修了者の活用促進

特に総合職技術系において博士課程修了者（※）を積極的に採
用。

５年平均 0.8人 ５年平均 3.2人

○毎年、総合職技術系全体で十数名程度を採用
○令和５年度総合職技術系採用者のうち、13名中５名が博士課
程修了者⇒採用者数に占める割合は 増加傾向

＜各年度の総合職技術系採用者数に占める博士課程修了者数（直近20年間）＞

活躍事例② 博士(理学)，R１入省

現在、行政官と政策研究者の二足の草鞋を履きながら活躍

中。行政官としてはこれまで、AI技術の研究開発の推進等を

担うとともに、科学技術・学術政策研究所の研究官を併任し、

科学技術政策に関連する分析・シミュレーションを実施。

活躍事例① 博士(農学)，H24入省

現在、自身の経験も活用しながら、研究力の要となる、博士学

生・若手研究者の支援に関する政策を担当。これまでも環境エ

ネルギー分野や量子分野、宇宙開発に係る研究開発政策を

担当。

職員の適性や希望に配慮しつつ、博士の持つ能力を最大限に活

かした柔軟な人事に向けて環境を整備

〇博士ならではの能力・専門性を活かした人事配置、キャリアパス構築

〇人事評価を踏まえた昇任・昇格に係る期間の短縮 等

※入省の段階で、論文審査継続中等の博士課程修了見込み者を含む

①企画・創造性

試行錯誤しながら、俯瞰的
視野を持ち、エビデンスに基
づいて新しい政策を開拓

②分野専門性

博士号取得分野に関す
る専門的な知見・経験や
人的ネットワークを活用

③国際性

深い知見に裏打ちされ
た信用に基づき、国際
的な交渉・協調を推進

＜博士人材に期待する能力や強み＞



防衛省・防衛装備庁における博士号取得者の活躍について
～研究開発系技官の例～

事例③ 博士（工学）、Ｈ７入庁
博士課程の研究テーマ：複合材料
入庁後の国内留学にて博士号取得。革新的・萌
芽的な技術の発掘・育成を促進するファンディ
ング制度や知的財産管理を担当する部署の課長
として、革新的技術育成の基盤づくりに邁進。

事例① 博士（理学）、Ｒ２入庁
博士課程の研究テーマ：画像処理技術
博士ならではの深い専門性等を活かし、誘導武
器のセンサーの研究開発に従事。

事例② 博士（理学）、Ｈ２３入庁
博士課程の研究テーマ：分子生物学
研究経験を活かし、技術者交換プログラムによ
り米軍の研究機関に滞在。現在は主任研究官と
してレールガンの研究開発を担当し、研究開発
の現場や国際会議等にて専門家との議論を牽
引。

博士号取得者の活躍例防衛省・防衛装備庁における研究開発系技官

〇防衛省・防衛装備庁において研究開発に従事する技官は
研究職として、装備品等の研究開発や、技術政策の企
画・立案に従事

〇約５９０名のうち、約１６０名が博士号を保有
〇博士としての専門的知見、研究マネージメント力を活か
し、防衛装備庁ならではの大規模研究開発プロジェクト
を主導

博士課程修了者の採用状況（総合職研究開発系技官）

〇博士課程修了者を長い間、一定数を採用してきた実績あり
（毎年、数名程度）

〇多種多様な専門分野からの採用実績あり
（例：航空宇宙工学、バイオ情報科学、生命医用工学等）

〇上記に加え、留学研修により採用後の職員の博士号取得も
支援
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